
 

「食 の安全 ・信頼確保のための食品事業者の取組に関する情報 」が関係者間

で円滑にやり取 りされ、共有 されるよう、「協 働の着眼点 」活用方法の研究 と、

活 用事例の収集 を行います。これらの取組を通 して、フードチェーン全体の透明

性 を高め、消費者の食に対する信頼向上に図 ることを目指 します。  

また、より具体的 なテーマに関 して研究 を行 う分科会 を立 ち上げます。  

今年度 、アセスメントの効率化研究会内に設置する分科会は、平成 21 年 6

月現在以下の３つとなっております。  

・  工場監査項目の標準化 ・共有化分科会  

・  商品情報の効率的なやりとり検討分科会  

・  フードコミュニケーション（FC）倫 理行動マネジメント規格の策定分科会  

※  「工 場監査項目の標準化 ・共有化分科会 」の募集は終了 しました。  

「商 品 情報の効率的なやりとり検討分科会 」の募集は平成 21 年 8～ 9 月頃 を

想定 しています。今後改めて募集のご案内をいたしますので、参加 をご検討 くだ

さい。  

 

 

 

回 開催日 議事次第 



第 3回 

平成 22年 

2月 4日

（木） 

1. 分科会の進捗状況報告 

（1） フードコミュニケーション(FC)倫理行動マネジメント基準策定分科

会 

（2） 工場監査の標準化・共有化分科化会 

（3） 商品情報の効率的なやりとり分科会 

2. 研究会活動に関する意見交換 
 

第 2回 

平成 21年 

9月 25日

（金) 

1. 「協働の着眼点の活用」と研究会・実行可能性調査の関係につい

て 

2. 分科会の進捗状況報告 

3. 地域活性化研究会の成果物報告 

4. 実行可能性調査の進捗状況報告 
 

第 1回 

平成 21年 

5月 27日

(水) 

1. 「アセスメントの効率化研究会」概要説明 

2. 分科会の企画内容の説明 

3. 質疑応答・意見交換 
 

 



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度
ＦＣＰ「アセスメントの効率化」研究会について

平成２１年５月２７日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

2009年度「アセスメントの効率化研究会」の目的

●

 

２００９年度は、フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下「FCP」とする）の基

 本的な考え方に基づき、３研究会に分かれて「協働の着眼点（第1版）」の活用方法

 の研究や活用事例の収集と普及を目的に情報の共有と意見交換を行います。

●

 

アセスメントの効率化研究会では、特に「食の安全・信頼確保のための食品事

 業者の取組に関する情報」が関係者間で円滑にやり取りされ、共有されるよう、「協

 働の着眼点」活用方法の研究と、活用事例の収集を行います。これらの取組を通し

 て、フードチェーン全体の透明性を高め、消費者の食に対する信頼向上に図ること

 を目指します。

●

 

これらの目的のため、アセスメントの効率化に向けた課題を検討する分科会及

 び実行可能性調査で得られた成果等の情報を共有し、広く普及させるための意見

 交換を行います。

●

 

研究会での収集した情報、意見交換をもとに「協働の着眼点」に対する改善提

 案、今後の食品事業者としての取組、次年度の研究テーマについて提言を行いま

 す。
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Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

ＦＣＰの全体構成と「アセスメントの効率化研究会」

実行可能性調査事業

アセスメントの効率化研究会

＜目的＞
ビジネス現場での「協働の着眼点」
活用の実行可能性を実証する

＜目的＞
「協働の着眼点」の活用に関して

テーマを設定し、研究する

地域活性化研究会

企業行動の情報発信研究会

【２】

 

「協働の着眼

点」の具体的な活
用例の創出につ
ながる取り組み

 
<実証可能性調査
事業・研究会の対
象>

商品情報の
効率的なやりとり

●平成２１年度のFCPの全体構成は下図の通りです。
●アセスメントの効率化研究会では、「工場監査の標準化・共有化」「商品情報の効率的な

 やりとり」「フードコミュニケーション倫理行動規格の策定」の３つの分科会を立ち上げます。

 またアセスメントの効率化研究会は、実行可能性調査事業として予定されている「食品事

 業者業務評価基準の開発・運用」「協働の着眼点を活用した活動のためのツールや教材

 の開発・運用」などの活動や、事務局直営事業であるセミナー等と緊密に連携をはかって

 いきます。

工場監査の
標準化・共有化

フードコミュニケーション

 
倫理行動マネジメント

規格の策定

ツール・教材の開発

＜研究会＞

【１】

 

食品事業者の協働の取組が持続的

 
に発展していくための体制の構築・
FCPの普及啓発事業

<事務局直営事業>

各種セミナーの実施

 

など

評価基準の開発・運用

＜分科会＞
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Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

研究会の進め方とスケジュール
○研究会：本日を含め、年間４回実施を予定しています。

・第１回目（本日）：平成21年度FCPの進め方及び分科会・ブランチに関する情報共有

・第２回目（８月から９月頃）：分科会、実行可能性調査の進捗報告及び意見交換

・第３回目（’09年11月27日予定）：分科会、実行可能性調査の進捗報告及び意見交換

・第４回目（’10年

 

2月24日予定）：分科会、実行可能性調査の成果報告及び意見交換

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第１回

 

研究会（5/27）
概要説明、分科会紹介

第３回

 

研究会(11/27)
分科会、実行可能性調査

 
の進捗報告等

「協

 
働

 
の

 
着

 
眼

 
点

 
」に

 
対

 
す

 
る

 
改

 

善
提
案
・活
動
へ
の
提
言

第４回

 

研究会(2/24)
分科会、実行可能性調査

 
の成果報告等

分科会

 
参加登録

分科会の実施

 

（４～６回程度）分科会の実施

 

（４～６回程度）

実行可能性調査

 

成果とりまとめ実行可能性調査

 

成果とりまとめ

第２回

 

研究会(8～9月)
分科会、実行可能性調査

 
の進捗報告等
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Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

２００９年度アセスメントの効率化研究会内設置分科会

アセスメントの効率化研究会

【２】商品情報の
効率的なやりとり

検討分科会

【１】工場監査の
標準化・共有化

分科会

【３】ＦＣ倫理行動
マネジメント規格
の策定分科会

事務局直営

横浜商科大学地域産業研究所

による自主的な運営
分科会

運営主体：

4

○アセスメントの効率化研究会の情報共有ネットワークの構築
メーリングリストを作成し、「協働の着眼点（第１版）の活用事例等に関して、

研究会に所属するメンバー間の情報共有を促進します。

[注記]

[注記] 商品情報の効率的なやりとり検討分科会は、2009年度10月頃から開催予定です。



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

分科会の運営について

（１）
 

事務局直営分科会への参加は、期間を定めて募集を行
 います。原則として途中からの参加はできません。

（２）
 

分科会の資料・議事概要については、ホームページ等で
 原則公表します。その際議事概要等は、発言者が特定でき
 ないようにしてから公表いたします。

ただし分科会の議論内容が、企業秘密に触れたり、個人
 の権利・利益を害する恐れがあると判断した場合には、分

 科会資料等を非公表とします。

（３）
 

分科会のアウトプット等は、FCPの成果として公表するこ
 とを原則とします。
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第 1 回 アセスメントの効率化研究会の概要報告 

 
・ 日時   平成 21 年 5 月 27 日（水）14：00～16：00 
・ 場所   中央合同庁舎 4 号館 1219～1221 号室 
・ 出席者  35 事業者 40 名 
 
 

＜議事次第＞ 

１． 「アセスメントの効率化研究会」概要説明 
２． 分科会の企画内容説明 
３． 質疑応答・意見交換 
 

＜議事概要＞ 

はじめに、農林水産省フード･コミュニケーション･プロジェクト（FCP）の神井

チームリーダーから、FCP の概要、今年度研究会の主旨についての説明がありまし

た。次に、事務局から今年度の「アセスメントの効率化研究会」の進め方について

説明いたしました。 
 

□「アセスメントの効率化研究会」概要について 
・ 「アセスメントの効率化研究会」に、以下 3 つの分科会を設置します。 

「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格の策定分科会」 
「工場監査項目の標準化・共有化分科会」 
「商品情報の効率的なやりとり検討分科会」 
本研究会は、これら分科会間の情報共有の場として、今年度４回の開催を予定して

おります。また、研究会参加メンバー間での情報共有としてメーリングリストなど

の活用も予定しております。 
 

※ 横浜商科大学からお申し出がありました「フードコミュニケーション（FC）倫理

行動マネジメント規格の策定」については、 
①FCP の理念に沿った活動であること 
②大学の研究であり、成果の公開が約束されている活動であること 
から、「アセスメントの効率化研究会」の活動の一環として位置付けることといたし

ました。 
※ 「商品情報の効率的なやりとり検討分科会」については、商品情報のやりとりの

現状について情報収集し分析するための時間を確保する必要があるとの判断から、

分科会開始時期を 21 年 10 月の予定で考えております。 
 
続いて、各分科会の概要についての説明を行いました。 
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「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格の策定分科会」 
・ 分科会の発起人である「横浜商科大学地域産業研究所」小林二三夫教授から、分

科会のメンバー構成、検討テーマ、および活動予定についてご説明いただきました。 
 

次に、「工場監査項目の標準化・共有化」と「商品情報の効率的なやりとり検討」の２

つの分科会のファシリテーターをご担当いただくことになっている「株式会社鶏卵肉

情報センター」代表取締役社長 杉浦嘉彦様から、今年度分科会に対する想いをご披露

いただいた後、事務局より両分科会の概要について説明を行いました。 
 
「工場監査項目の標準化・共有化分科会」 
・ 工場監査項目の標準化・共有化については、今年度上半期に集中的に議論を行い、

早期に具体的な成果を作り上げていきたいと考えています。 
・ 分科会での議論は、分科会参加者のご意見を伺いながらまとめていく予定である

ものの、事務局の案として、①「協働の着眼点」を使った項目の抽出 → ②「抽

出した項目の詳細議論」 という作業の流れを考えています。また、議論にあたっ

て分科会参加各社から工場監査の現状に関する情報をご提供いただくことも想定し

ております。 
 
「商品情報の効率的なやりとり検討分科会」 

・ 前述の通り、「商品情報の効率的なやりとり検討」分科会については、商品情報の

やりとりの現状について情報収集する必要があることから、21 年度上半期に実施す

る予定のアンケートやヒアリングへのご協力を依頼いたしました。 

 

□ 今後の予定などについて 

・ アセスメントの効率化研究会の分科会構成や開催時期については、当日の参加者

のご了解をいただきました。分科会の具体的な進め方については、今後実際に分科

会にご参加いただいた皆様のご意見を伺いながら、詳細を決定していきます。 

・ 分科会の参加規約についても、配付資料で提示した案で確定させていただきまし

た。各分科会参加者の募集は、メルマガにてご案内いたします。 

・ 第１回の「工場監査項目の標準化・共有化分科会」については、６月 18 日（木）

午後の開催を予定しています。 

・ 横浜商科大学主体で開催される「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネ

ジメント規格の策定分科会」のオブザーブ参加については、別途事務局にお問い合

わせ下さい。 

 

 

 

 

2／3 



3／3 

＜配付資料＞ 

 資料１   参加者名簿 

 資料２   参考資料：「平成２１年度ＦＣＰについて」 

 資料３－１ 平成２１年度ＦＣＰ「アセスメントの効率化」研究会について 

資料３－２ 横浜商科大学「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジ 

メント規格について」 

資料３－３ 平成２１年度ＦＣＰ「工場監査項目の標準化・共有化」分科会 

について 

 資料３－４ 平成２１年度ＦＣＰ「商品情報の効率的なやりとり検討」分科会 

       について 

 資料４－１ 「アセスメントの効率化研究会、工場監査項目の標準化・共有化 

       分科会」参加規約 

 資料４－２ 「アセスメントの効率化研究会、商品情報の効率的なやりとり検討 

       分科会」参加規約【案】 

 

以上 



「フード・コミュニケーション・プロジェクト」について 
 

平成２１年５月 

農林水産省表示・規格課 

１．ＦＣＰの概要 

（１）フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）は、農林水産省が、「食」に対する

消費者の信頼向上のため、平成 20 年度から立ち上げた取組み（３ヵ年計画） 
 

（２）消費者ニーズが多様化するなか、一律の規制ではなく、意欲的な食品事業者の

取組みの活性化により、消費者の信頼向上を図ることを提案 
 

（３）ＦＣＰでは、食品事業者の行動の「見える化」をテーマに取組みを推進 

 
・あらゆる場面で、意欲的な食品事業者等の主体的な参画を働きかけ 

・食品事業者等が、着目すべき行動のポイントを取りまとめ（「協働の着眼点」） 

・食品事業者の行動について、「協働の着眼点」に則した情報の受発信を活性化 

・意欲的な行動が適正に評価される機会を増大、フードチェーン全体で透明性向上 

 

 

 

 

 

２．平成２０年度の取組 

（１）多様な関係者と農林水産省との間で「情報ネットワーク」を構築 
 

・ＦＣＰの基本的な考え方に賛同する食品事業者等と情報を共有し、意見募集等を実施 

・昨年６月から募集を開始し、４月現在で、約２３０社／団体が参画 
 

 

 

（２）作業グループによる「協働の着眼点（第１版）」を策定 
 

・製造、卸売、小売の業種別、観点別に９つの作業グループを編成。計７０社が参画して、計４２回会

議を開催 

・「食に携わる関係者が、それぞれの立場で、また連携して消費者の信頼を高めていくために着目す

べきポイント」を、現場の知恵を積み上げて作成 

 

 

 

 

 

（３）「協働の着眼点」の活用方策を「研究会」で検討し、提言をとりまとめ 

・「企業行動の情報発信」「アセスメント」「地域活性化」の３テーマで、計８８社／団体が参画して、計１

６回会議を開催 

・平成２１年度以降、ＦＣＰが推進すべき（自らも参加を希望する）研究会や実行可能性調査（パイロット

事業）について、農林水産省に提言 
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３．平成２１年度の展開 

 平成２１年度は、昨年度整えた仕組み「協働の着眼点」の活用事例を創っていくこと

が最大のテーマ。 

さらに、食品事業者等の具体的な活動を消費者、食品事業者等に伝えていく動き

も本格化。 

 

（１）食品事業者等に対して「協働の着眼点」の活用を働きかけ 

   
・パンフレット等の説明資料を開発し、あらゆる機会を捉えて、ＦＣＰの主旨や取組内容を分かりやすく

情報発信 

・「協働の着眼点」の活用事例を収集し、消費者、食品事業者等に対して発信、さらなる活用を促進 

・地方公共団体等と連携した普及活動や情報共有ＮＷ参加者の協力を得た説明会を重点的に実施 

 

 

 

 

 

（２）テーマ別の研究会やパイロット事業で具体的な活用例を創出 

 
・情報共有ＮＷ参加者を対象に、「協働の着眼点」の具体的な活用に関するテーマ別研究会、パイロット

事業（実行可能性調査）を実施 

・【想定されるテーマ】 

消費者との対話促進、マスメディアとの意見交換のあり方、ＦＣＰポータルサイト（仮称）の構築、アセ

スメントシート開発、業務評価基準の開発、商談会での活用促進、工場監査の基礎項目の標準化・共

有化     等 

 

 

 

 

 

 

 

（３）食品事業者等の間の「協働」の取組を活性化 

 
・テーマ別研究会やパイロット事業に参加する食品事業者等の間で情報共有、意見交換を活性化し、

消費者の信頼向上のための調査・研究など、業種を越えた「協働」の取組が展開される機運を醸成

・ＦＣＰの活動を対外的に表明する自主賛同の仕組み（キャッチフレーズ等を含む）を検討し、食品事

業者等の連携強化を促進 

 

 

 

 

 

（４）「協働の着眼点」の持続的な改善 

 
・食品事業者等と消費者、地方公共団体、農水省等が参加する「対話」の場を試行することなどにより、

社会的要請を踏まえて「協働の着眼点」を持続的に改善する仕組みを検討 

・情報共有ＮＷ参加者に参加を呼びかけ、「協働の着眼点（第2版）」の策定について検討する作業グル

ープを開催 

 

 

 

- 2 -



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度
ＦＣＰ「アセスメントの効率化」研究会について

平成２１年５月２７日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

2009年度「アセスメントの効率化研究会」の目的

●

 

２００９年度は、フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下「FCP」とする）の基

 本的な考え方に基づき、３研究会に分かれて「協働の着眼点（第1版）」の活用方法

 の研究や活用事例の収集と普及を目的に情報の共有と意見交換を行います。

●

 

アセスメントの効率化研究会では、特に「食の安全・信頼確保のための食品事

 業者の取組に関する情報」が関係者間で円滑にやり取りされ、共有されるよう、「協

 働の着眼点」活用方法の研究と、活用事例の収集を行います。これらの取組を通し

 て、フードチェーン全体の透明性を高め、消費者の食に対する信頼向上に図ること

 を目指します。

●

 

これらの目的のため、アセスメントの効率化に向けた課題を検討する分科会及

 び実行可能性調査で得られた成果等の情報を共有し、広く普及させるための意見

 交換を行います。

●

 

研究会での収集した情報、意見交換をもとに「協働の着眼点」に対する改善提

 案、今後の食品事業者としての取組、次年度の研究テーマについて提言を行いま

 す。

1



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

ＦＣＰの全体構成と「アセスメントの効率化研究会」

実行可能性調査事業

アセスメントの効率化研究会

＜目的＞
ビジネス現場での「協働の着眼点」
活用の実行可能性を実証する

＜目的＞
「協働の着眼点」の活用に関して

テーマを設定し、研究する

地域活性化研究会

企業行動の情報発信研究会

【２】

 

「協働の着眼

点」の具体的な活
用例の創出につ
ながる取り組み

 
<実証可能性調査
事業・研究会の対
象>

商品情報の
効率的なやりとり

●平成２１年度のFCPの全体構成は下図の通りです。
●アセスメントの効率化研究会では、「工場監査の標準化・共有化」「商品情報の効率的な

 やりとり」「フードコミュニケーション倫理行動規格の策定」の３つの分科会を立ち上げます。

 またアセスメントの効率化研究会は、実行可能性調査事業として予定されている「食品事

 業者業務評価基準の開発・運用」「協働の着眼点を活用した活動のためのツールや教材

 の開発・運用」などの活動や、事務局直営事業であるセミナー等と緊密に連携をはかって

 いきます。

工場監査の
標準化・共有化

フードコミュニケーション

 
倫理行動マネジメント

規格の策定

ツール・教材の開発

＜研究会＞

【１】

 

食品事業者の協働の取組が持続的

 
に発展していくための体制の構築・
FCPの普及啓発事業

<事務局直営事業>

各種セミナーの実施

 

など

評価基準の開発・運用

＜分科会＞

2



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

研究会の進め方とスケジュール
○研究会：本日を含め、年間４回実施を予定しています。

・第１回目（本日）：平成21年度FCPの進め方及び分科会・ブランチに関する情報共有

・第２回目（８月から９月頃）：分科会、実行可能性調査の進捗報告及び意見交換

・第３回目（’09年11月27日予定）：分科会、実行可能性調査の進捗報告及び意見交換

・第４回目（’10年

 

2月24日予定）：分科会、実行可能性調査の成果報告及び意見交換

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第１回

 

研究会（5/27）
概要説明、分科会紹介

第３回

 

研究会(11/27)
分科会、実行可能性調査

 
の進捗報告等

「協

 
働

 
の

 
着

 
眼

 
点

 
」に

 
対

 
す

 
る

 
改

 

善
提
案
・活
動
へ
の
提
言

第４回

 

研究会(2/24)
分科会、実行可能性調査

 
の成果報告等

分科会

 
参加登録

分科会の実施

 

（４～６回程度）分科会の実施

 

（４～６回程度）

実行可能性調査

 

成果とりまとめ実行可能性調査

 

成果とりまとめ

第２回

 

研究会(8～9月)
分科会、実行可能性調査

 
の進捗報告等
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Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

２００９年度アセスメントの効率化研究会内設置分科会

アセスメントの効率化研究会

【２】商品情報の
効率的なやりとり

検討分科会

【１】工場監査の
標準化・共有化

分科会

【３】ＦＣ倫理行動
マネジメント規格
の策定分科会

事務局直営

横浜商科大学地域産業研究所

による自主的な運営
分科会

運営主体：

4

○アセスメントの効率化研究会の情報共有ネットワークの構築
メーリングリストを作成し、「協働の着眼点（第１版）の活用事例等に関して、

研究会に所属するメンバー間の情報共有を促進します。

[注記]

[注記] 商品情報の効率的なやりとり検討分科会は、2009年度10月頃から開催予定です。



Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

分科会の運営について

（１）
 

事務局直営分科会への参加は、期間を定めて募集を行
 います。原則として途中からの参加はできません。

（２）
 

分科会の資料・議事概要については、ホームページ等で
 原則公表します。その際議事概要等は、発言者が特定でき
 ないようにしてから公表いたします。

ただし分科会の議論内容が、企業秘密に触れたり、個人
 の権利・利益を害する恐れがあると判断した場合には、分

 科会資料等を非公表とします。

（３）
 

分科会のアウトプット等は、FCPの成果として公表するこ
 とを原則とします。

5



2009 年 5 月 27 日  
横浜商科大学地域産業研究所  

商学部教授 小林二三夫 
 

横浜商科大学「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」について 
 

Ⅰ．横浜商科大学地域産業研究所について 

 

横浜商科大学 ：横浜市鶴見区東寺尾 4-11-1、商学部の中に３学科を持つ単科大学 
横浜商科大学地域産業研究所：地域の産業・社会に実践的な貢献をする調査研究を行う機関。 
地域産業研究所の 2009 年度研究課題の１つに「食のサプライチェーンにおける食品関連事業

者の経営倫理・法令遵守に関する研究」を挙げ、地元弁護士、弁理士、司法書士、食品・品

質管理の専門家が研究員として就任。 
以下は基本的な考え方。 

 
 
Ⅱ．「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」 

（食品関連事業者の経営倫理・法令遵守マネジメント・システム）について 

 

１．「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」の導入 

 

1)市場の評価と食品関連事業者の経営倫理・法令遵守の重要性 
 

① 経営者の姿勢・経営組織 + ②製品実現の基準 + ③FCP協働の着眼点 

 
組織行動は企業の大小に関わらず、誠実かつ透明性が求められる時代になった。企業は適正

に管理運営され、フェアな行動をとり倫理・法令を遵守することが求められている。市場は

結果責任のみならず、行動プロセスを評価する傾向が強まっている。経営者の姿勢・各組織

が自ら設定する倫理規範を尊重し、関係法令を遵守する誠実さを担保する仕組み（内部管理

体制）が求められる。 
 

2)取引コストを減少させる経営倫理・法令遵守の体制 
 地域企業の活動範囲の拡大    地域企業 → 広域企業 → 国際企業 
 企業取引の組織行動       誠実、透明性が求められる 
 経営倫理の実践と確立、関連法令・条例・その他のルールなどの遵守の徹底 
 社会的説明責任、地域社会で働く人々がその組織に誇りをもてる場としての企業 
 すでに導入済みの既存のマネジメント・システムがありマネジメントされていればそれ

1 
 



を尊重する、不足部分を追加・補強する。 
基本的には、問題が起きないような組織内の法令遵守体制が構築され、且つ機能させること

が重視される。自浄メカニズム、主体的改善メカニズムが組織内に構築され、維持されるこ

とになる。 
それらの行動を第三者が認証する仕組みにより市場の信頼、評価につながり取引コストが減

少する。同時に新規取引として評価がしやすくなる。 
 

3)枠組み 
計画、実施と運用、監査、経営層による見直し。 

 
 
２． 「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」の概要 

（食品関連事業者の経営倫理・法令遵守マネジメント・システム） 

 
1)体制の構築 ＰＤＣＡ 

 
基本方針    経営理念、社是、行動指針、トップの表明 
  ↓ 
担当（兼務可） 役割、権限 
  ↓ 
監査、助言 
  ↓ 
見直し 

   
2)業種ごとの製品実現の基準の導入と実施 

基準はどのようなもの（HACCP, AIB 食品安全システム、ISO9001,ISO22000 食品安全、

GAP、各社のトレースシステムなど）でも良いがその実施状況の確認。 
食品加工業者、工業、商業、農業などの製品実現の計画、顧客関連プロセス、設計・開発、

購買、製造及びサービス提供、測定・分析。 
 

3)トップのイニシアティブ 
①自らガイドラインを出す → 経営倫理・法令遵守の方針、実行計画、内部規定、その手順 

②管理、維持、改善する組織、トップの関与とイニシアティブ 

③規格（ガイド）の要求事項を満たし公表する 

④透明性 社会的責任 

法的ルール ― 社会的規範の尊重 

外部要求  － 組織的に自ら追及する 

2 
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4) 「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」の内容案 

本システムは、FCP の「協働の着眼点」を重要事項として以下を追加する。 
①経営倫理基準の策定（経営理念、社是、行動指針 など） 
②経営倫理方針の公開と基準マニュアルの作成 
③実施計画（教育トレーニング、相談担当など） 
④事業として扱っているモノ、サービスに関する法令、ルールの全体的整理 
→遵守マニュアル 

⑤内部規定の策定 
⑥実施体制と運用 
⑦教育と訓練 
⑧コミュニケーション方法 
⑨文書管理 
⑩モニタリング 
⑪是正と予防措置 
⑫記録 
⑬監査 
⑭その他 

 
３． 「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」の利用可能性 

（食品関連事業者） 

本規格は、大学という公器性に基づき公開し関係者に活用されることを目的とする。 

1)格付け等の判断基準 

2)金融機関が行う取引先紹介業務の企業判断資料 
3)金融機関の融資判断資料 
3)小売業者の取引先選定の基礎的判断資料 
4)原材料等の企業間の取引における取引先選定の基礎的判断資料 
5)消費者の企業判断材料 
6)その他 

 
４． 今後の研究予定 

1)体制 横浜商科大学地域産業研究所 研究員 
2)会議 横浜商科大学地域産業研究所 研究員および研究所が必要応じて招聘する専門家 
3)第一次「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」完成予定（‘09 年 8
月中旬） 

4)その後修正と追加 利用目的により項目の追加、環境変化により修正 
5) 「フードコミュニケーション（FC）倫理行動マネジメント規格」の利活用可能性および利

活用における課題を整理 
6)課題 ①海外事業者、②判断基準の判定者、③その教育と資格認定、④企業の指導者 

以上 



平成２１年度
 

ＦＣＰ「工場監査項目の標準化・共有化」
分科会について

平成２１年５月２８日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局



○フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき

 食品事業者等が参集し、既存の工場監査の項目のうち、安全・信頼確保のための取

 組に関するものについて、監査項目の標準化・共有化の検討を行う。

 
「協働の着眼

 点」の項目の中から共有可能なものについて整理を始め、基礎的な項目に関する標

 準化・共有化の為のツールを作成し、活用の提案をとりまとめる。

☆本分科会においては、ＦＣＰに賛同する様々な業種・業態の事業者が取り組みやす

 い工場監査項目の標準化・共有化を行うことを目的とし、参加メンバーは検討の成果

 を自社で実際に活用することを前提として検討に参加する。ただし、現状使用してい

 る監査項目や、工場監査シートを新たに作りかえることを義務づけるものではない。

 （まとめの方向性は、参加者と議論しながら検討する）

工場監査項目の標準化・共有化分科会の目的

☆本分科会においては、早期の具体的活用を目指し、短期集中的な開催を予定してい

 る。よって分科会開催回数の変更や、分科会開催前のアンケートやヒアリングについ

 て、参加者の意向を伺いながら進める。

 なお、アンケートやヒアリングの内容については、企業・個人名が特定できない形式

 で、分科会の議論のみに使用する。

1



工場監査項目の標準化・共有化分科会の進め方

2

○手法１：目線あわせとして「協働の着眼点」を活用

 「協働の着眼点」の項目を参考に各社で行われている監査項目について、目線あわせを

 しながら整理をする。アウトプットとしては、議論でまとめた（標準化・共有化された）基礎

 的な項目のリスト化、及びその活用方法についてとりまとめることとする。

○手法２：アウトプットを自社にて活用

 標準化・共有化された項目について、実際に自社の工場監査時に活用をしてみる。（例え

 ば自社の工場監査シートと標準化・共有化された項目を照合をして効率的な監査を実施（

 監査を受ける側が、標準化された監査項目について充分理解をし、自発的に改善をして

 いく姿勢も意識）。）

分科会での議論

自社の気づき、他

 
社との違いの認識

標準化・共有化の

 
ための目線の共有

着眼点に沿って、実

 
際の監査項目を抽出

標準化・共有化
された項目の具体的

 
な活用

自社での活用

項目の
リスト化

項目の
リスト化

まとめ

監査の標準

 
化・共有化に

 
関する提言

○手法３：まとめ

 実際に活用した結果をもとに、課題点の改善等を行う。あわせて、監査の標準化・共有化

 に関する提言をまとめる。（例：ＦＣＰ賛同の他社からの監査受入れ時に、標準化された項

 目について監査が行われていることを理由に、監査を効率化することなど）



○既存の各工場監査項目のコアとなる「協働の着眼点（第一版）～製造版」の【５．製造における取組】

 の２７小項目から議論を展開。

 ※上記以外の監査項目部分についても皆様のご意見を踏まえながら進める

工場監査項目の標準化・共有化分科会の議論の範囲

５．【製造における

 
取組】
安全かつ適切で

 
あり、表示が適

 
切で、また品質

 
（※5）が維持され

 
た食品を販売す

 
るための、製造

 
における取組を

 
行っている

（３）【食品の保管及び管理】

①食品に応じた条件下で保管及び管理している

②出荷前に食品の品質検査及び衛生検査を行っている

③ロット間の誤混入が起こらないよう食品を取り扱っている

（４）【工場での従業員の衛生（※19）管理】

①健康状態が適切でない従業員が、工場内に立ち入らない対策をとっている

③工場での食品汚染を招きかねない行為を明確に禁止している

④工場への訪問者は、従業員と同等の個人衛生規定を守らなければ入場できないよう取り決めている

（５）【施設及び設備の設置】

④施設及び設備の、メンテナンス及びサニテーション（※28）を行い、その効果の検証を行っている

①有害小動物（鼠及び昆虫等）の駆除及び侵入防止を行っている

③食品の汚染が起こらないように排水及び廃棄物の処理を行っている

（６）【施設及び設備の管理】

①施設の立地（土壌、水質及び空気）が重大な汚染にさらされていないことを確認している

②施設の内部構造、及び窓やドア等の付属品を、耐久性に優れ、メンテナンスがしやすく、必要な場合には消毒可能なものにしている

⑥施設、設備及び器具のメンテナンスのための用具を設置している

③工場内に換気設備を設置している

④衛生的な作業に十分な照明設備を設置している

⑤食品製造に使用する設備は、衛生的な取り扱いに適したものを選定し、配置している

（１）【製造工程の管理】
④異物混入の防止、異物の検出及び異物の除去に取り組んでいる

①食品製造用の設備及び器具の食品接触面を清潔に保っている

②食品製造で使用する水は飲用適（※29）であり、安全な方法で処理及び維持管理している

⑥製造工程中の食品の品質及び衛生検査を行っている

（２）【適切な表示の実施】

①適切に設定された、賞味期限または消費期限を食品に表示している

②原材料の情報及び製造した食品の情報のリンクを適切に行っている

②有害小動物の駆除及びクリーニング用等の薬剤について、適切な保管及び使用用途の管理を行っている

③包装への印字を適切に行うよう、製造した食品及び印刷機の管理を行っている

②従業員の衛生状態が維持されるよう、工場での衛生管理を行っている

⑤微生物及びアレルギー誘起物質（※30）の交差汚染（※31）を防ぐ対策をとっている

③食品に応じた加熱、冷却、乾燥及び包装を適切な条件下で行えるよう管理している

④印字された表示が適切であることを確認している

3



○着眼点の２７小項目に沿って、１項目ごとに各社の監査項目をアンケート等により、抽出。小項目ごとに個別の標準

 
化のための議論を積み重ね、全体として標準化・共有化された項目をリスト化する。

工場監査項目の標準化・共有化分科会の進め方（議論の方法）

①有害小動物（鼠及び昆虫等）の駆除及び侵入防止を行っている

○例えば、「協働の着眼点（第一版）～製造」の５－(６)－①の監査項目例

4

Ｂ
社

自社での定期対策が実践
されていればＯＫ

自社での定期対策の実践
＋

実施記録の有無

自社での定期対策の実践
＋

実施記録の有無
＋

専門業者への委託

Ａ
社

Ｃ
社事前ヒアリングの例

項目の標準化・共有化に向けての議論項目の標準化・共有化に向けての議論

・①の判定を行うためにチェックする要素（対象の明示・実施頻度・記録保存など）について比較対照して検討

・検討結果を踏まえて、標準化・共有化が有効な要素を洗い出し、整理

・整理した要素を、可能な限り監査の判定の判断が一定となるような表現ぶりで、標準化・共有化の項目として

とりまとめ



年間スケジュール（案）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3

第１回
工場監査
分科会
（６月下旬）

研究会（5/27）

 
第1回

 

研究会（5/27）

 
第1回 研究会（2/24）

 
第4回

 

研究会（2/24）

 
第4回研究会（11/27)

第3回

 

研究会（11/27) 
第3回

第2、3回
工場監査
分科会
（７月初）
（7月後）

第4回
工場監査
分科会
（9月初）

報告会 報告会

分科会の活動スケジュール

・活動予定

 
全５回開催予定

・各回テーマ

 
議論の進捗にあわせて都度ご案内致します（Ｐ4-5参照）

・備考

 
研究会（全体会）にて、他分科会参加者と情報共有を致します

※スケジュールはすべて暫定です。皆様のご意見を伺った上で設定いたします。

監査必要項目の議論＆まとめ

第5回
工場監査
分科会
（1月末）

共有化監査項目の活用結果報告＆改善等

5

研究会（8月～9月)
第2回

 

研究会（8月～9月) 
第2回

共有化監査項目の活用について



平成２１年度
 

ＦＣＰ「商品情報の効率的なやりとり検討」
分科会について

平成２１年５月２７日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局



商品情報の効率的なやりとり分科会の目的

1

○フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき食品

 事業者等が参集し、商品情報の効率的なやり取りをするための方策について検討を行う。

☆

 
まず本分科会立ち上げ前に、各所で取組んでいる様々な検討の現状について、アンケ

 ート・ヒアリング等により、把握分析する。（なお、情報収集のために実施するアンケートや

 ヒアリングの内容については、企業・個人名が特定できない形式で実施し、分科会の議論

 のみに使用する。）

☆その上で分科会において、目的に応じた項目の分類（法令を遵守するための必須情報、

 付加価値情報等の分類）や、商品情報シートの標準化などの、情報のやりとりを効率化さ

 せうる手法について多様な選択肢を検討する。

☆本分科会においては、広く情報を収集し、効率化の現状を把握分析した上で分科会を開

 催することとするため、今年度のゴール等は第1回分科会の場で改めて議論する予定で

 ある。

☆さらに、これらの選択肢のうち、実現可能性の高いものを選び、効率化の成果を実践する

 ことのできる「話し合いの持ち方」「検討の行い方」を研究し、提言にまとめることとする。



年間スケジュール（案）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3

研究会（5/27）

 
第1回

 

研究会（5/27）

 
第1回 研究会（2/24）

 
第4回

 

研究会（2/24）

 
第4回研究会（11/27)

第３回

 

研究会（11/27)
第３回

報告会 報告会

分科会の活動スケジュール

・活動予定

 

全3回開催予定

・各会テーマ

 

第1回

 

「話し合いの進め方」

第2回

 

「効率化の手法について」

→各書式、各項目分類、 必要情報（法令上の必須情報）、付加価値情報、等

第3回

 

「効率の手法を実践するプロセスについて」

・備考

 

初回開催前に、アセスメントの効率化研究会ご参加の皆様にヒアリング・アンケート等を

させて頂く予定ですので、ご協力をお願いします。

※スケジュールはすべて暫定です。皆様のご意見を伺った上で設定いたします。

第1回
商品情報
分科会
（10月初）

第2回
商品情報
分科会
（11月中）

第3回
商品情報
分科会
（2月初）

2

把握分析
（ｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ等）

研究会

 
第2回

 

研究会
第2回

分科会の参加者募集は、

 
第２回研究会の際にご案

 
内する予定です。

まとめ

第1回、2回にて

 
抽出された課題

 
等について各社

 
持ち帰り検討



第１回　「アセスメントの効率化研究会」参加者名簿

平成21年5月27日

横浜商科大学　地域産業研究所

株式会社アイ・エス・レーティング

味の素株式会社

イオン株式会社

株式会社イトーヨーカ堂

花王株式会社

カゴメ株式会社

京セラミタジャパン株式会社

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社シジシージャパン

株式会社高島屋

株式会社竹中工務店

株式会社ちぼり

株式会社東急ストア

東京海上日動火災保険株式会社

東洋冷蔵株式会社

株式会社ニチレイフーズ

日清オイリオグループ株式会社

株式会社日本アクセス

日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社

財団法人日本食品分析センター

社団法人日本能率協会

株式会社阪急クオリティーサポート

株式会社ファイネット

株式会社ファミリーマート

株式会社ホンダトレーディング

みずほコーポレート銀行

ミツイワ株式会社

株式会社ミツカン

三菱化学メディエンス株式会社

三菱商事株式会社

株式会社山武

株式会社菱食

株式会社ローソン

（企業／団体名五十音順）

※個人情報保護の関係上、参加者の個人名は省略させていただきました。



第２回 アセスメントの効率化研究会の概要報告 

 
・ 日時   平成２１年９月２５日（金）１７：００～１８：２５ 
・ 場所   ＴＫＰ東京駅ビジネスセンター１号館 ホール１５Ａ 
・ 出席者  ２８事業者・組織 ３６名 
 
 
＜議事次第＞ 

１．開会ご挨拶（農林水産省・神井調査官） 
２．「協働の着眼点の活用」と研究会・実行可能性調査の関係について 
  （ＦＣＰ事務局） 
３．分科会の進捗状況報告（分科会幹事企業およびＦＣＰ事務局） 

・ フードコミュニケーション(FC)倫理行動マネジメント基準策定分科会 
・ 工場監査の標準化／共有化分科化会 

４．地域活性化研究会の成果物報告（分科会幹事企業） 
・ 企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会   

５．実行可能性調査の進捗状況報告 
（ＦＣＰ運営事務局および実行可能性調査実施事業者） 

６．事務局からのご連絡（ＦＣＰ事務局） 
７．閉会ご挨拶（農林水産省・神井調査官） 
 
 
＜議事概要＞ 

１． 開会ご挨拶 

はじめに、農林水産省フード･コミュニケーション･プロジェクト（FCP）の神井

チームリーダーから、日頃のＦＣＰの取り組みへの参加のお礼を申し上げた後、今

回の研究会開催の趣旨についてご説明いたしました。 
今年度のＦＣＰは、昨年度の事業報告書に盛り込まれた提言にもとづき、協働の

着眼点の活用方策を検討しており、研究会として活動しているものと、実行可能性

調査として活動しているものがあります。本日は、アセスメント研究会の中の各分

科会の活動と、各実行可能性調査の進捗状況についてご説明を行い、ＦＣＰにご参

加いただいている皆様の情報共有を図ることで、それぞれの活動に相乗効果が生ま

れることを目的としています。また皆様に日頃ご協力いただいている活動が、どの

ようなアウトプットにつながるのかを把握いただき、それらのアウトプットを今後

自社内でご活用いただきたいと考えている旨のご説明をいたしました。 
 

２． 「協働の着眼点の活用」と研究会・実行可能性調査の関係について 

次にＦＣＰ事務局から、資料２・３を使い、今年度のＦＣＰの活動概要について

1／3 



ご説明をいたしました。今年度は３研究会の下に７分科会と地域ブランチが設置さ

れ、また９つの実行可能性調査が活動中です。“イラストで見る「協働の着眼点」の

活用（資料３－１）”では、協働の着眼点の活用想定シーンを図示しており、分科会

や実行可能性調査が、それぞれどの活用シーンにマッピングされるか、ご説明いた

しました。  

 

３． 分科会の進捗状況報告 

引き続き、アセスメント研究会の各分科会の進捗状況について、分科会幹事から

報告がありました。 

（１）フードコミュニケーション倫理行動マネジメント規格策定分科会 

分科会幹事の横浜商科大学小林教授から、資料４を使い、現時点までの分科会活 

動で策定された規格の案と、全体の作業進捗状況についてご説明いただきました。 

今後規格案の内容の精査を行なった上で、事例調査を実施していく予定である旨の 

ご説明がありました。 

（２）工場監査項目の標準化・共有化分科会 

   ＦＣＰ事務局から現在までの分科会での作業の流れと、アウトプットの活用イ 

メージを、資料２（Ｐ．８～１４）を使ってご説明いたしました。 

１０月下旬に工場監査項目シートの暫定版が完成し、そのシートを各社でお使いい 

ただいた上でブラッシュアップを図る予定となっています。 

 

４． 地域活性化研究会の成果物報告 

地域活性化研究会の中で「企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の 

活用促進分科会」の分科会幹事を務められている日本能率協会箱崎様から資料２ 

（Ｐ．１５～１７）を使い、分科会の活動状況についてご報告をいただきました。 

この分科会では、現在一般的に行われているマッチングフェア・商談会の課題と 

改善点を整理した上で、「商材情報シート」の作成を進めており、今後実際のマッチ 

ングフェアや商談会でそれらの活用・検証を行う予定としています。 

 

５． 実行可能性調査の進捗状況報告 

引き続き、ＦＣＰ事務局から資料５を使い、現在の実行可能性調査の進捗状況と、 

各調査のアウトプットイメージ、今後の予定についてご説明を行いました。 

ＦＣＰ事務局からの説明に続き、当日ご参加いただいていた実行可能性調査の幹事 

企業のご担当者様から個々の調査事業について補足説明を行っていただき、その中 

で、各調査事業の試行へのご協力の依頼などがありました。 
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６． 事務局からのご連絡 

ＦＣＰ事務局から下記２点についてご案内をいたしました。 

① ＦＣＰ中間報告会 

１１月２７日（金曜）午後に東京大学弥生講堂で開催予定です。 

② 「商品情報の効率的なやりとり検討」分科会の開催予定 

分科会の進め方についてアンケート・ヒアリング等を実施させていただいた上で、 

来年１月に第１回分科会を開催する予定としています。 

 

 ７． 閉会ご挨拶 

最後に神井チームリーダーから閉会挨拶として、ＦＣＰの活動を盛り上げていく

ために、ＦＣＰの取り組み参加者間で交流の輪を広げていただくとともに、取引先

などへＦＣＰの活動を説明するような機会を設けていただければ農水省としても積

極的に説明に出向く予定なのでお声掛けいただきたいという旨の説明を行い、閉会

といたしました。 

 

 

＜配付資料＞ 

資料１   参加者名簿 

資料２   平成 21 年度「アセスメントの効率化」研究会資料 

資料３   研究会と実行可能性調査の概要説明資料 

資料４   平成 21 年度 FC 倫理行動マネジメント基準策定分科会資料 

資料５   アセスメント関連分科会・実行可能性調査一覧表 

資料６   「食の信頼確保のための成熟度評価事業」へのご協力のお願い 

資料７   平成 21 年度 FCP「商品情報の効率的なやりとり検討」分科会について 

 

以上 
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Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度 ＦＣＰ研究会
「アセスメントの効率化」研究会資料

資料２
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H21年度ＦＣＰ実施期間の工程

Ｆ
Ｃ
Ｐ
20
年
度
事
業
報
告
・21
年
度
事
業
説
明
会

「
協
働
の
着
眼
点
（
第
２
版
）
策
定

４月

３月末

研究会
テーマ決定

「協働の着眼点」の活用に関する

具体的なテーマを設定した研究会実施
研究会成果
取りまとめ

事業者間ﾈｯﾄﾜｰｸ強化・協働の取組促進

２月～５月～

実
行
可
能
性
調
査
募
集

研
究
会
に
関
す
る
意
見
交
換
会

５月

成果報告会
（2／24）

中間報告会
（11／27）

普及・啓発活動
パンフレットの作成、地方セミナー、説明会への参加等

キャッチフレーズ
ロゴマーク等提案

賛同の仕組み検討
FCP賛同の
仕組み構築

○「協働の着眼点」改善、

ラウンドテーブル等、改

善のあり方検討

○消費者等の関係者との

対話試行

作業グループ
開催(第一回)

作業グループ
開催(第二回)

２月～

３月（予定）

11～１月

１月（予定）

実行可能性
調査決定

「協働の着眼点」の活用に関する

具体的なテーマを設定した実行可能性調査
事業実施

６月～

検証結果
報告

２月～

ヒアリング・事例調査等

参加募集

・意見聴取の手法の検討と試行
（ラウンドテーブル等の試行 11月・1～２月）

アドバイザリーボードからの意見聴取、反映



3

〈研究会及び分科会の目的〉

「協働の着眼点」の活用に関してテーマを設定し、研究する。

企業行動の情報発信 アセスメントの効率化 地域活性化

消
費
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と
の
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話
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方
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・
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の
活
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進

岩
手
ブ
ラ
ン
チ

三
重
ブ
ラ
ン
チ

・・・・

企業力向上
の場としての
マッチング
フェア・商談
会の活用促
進について
検討

事件・事故等
発生時の適切
な企業行動や、
緊急時の情報
開示、情報発
信のあり方等
の検討

食品事業者の
取組を適切に
伝達するため
のマスメディア
に向けた情報
発信のあり方、
マスメディアと
の交流の場の
持ち方の検討

消費者との多様
な接点における
対話型コミュニ
ケーションのあ
り方及び「協働
の着眼」を活用
した対話型コ
ミュニケーション
の手法の検討

食品事業者等
におけるアセ
スメント作業
の効率化のた
め、工場監査
における項目
の標準化・共
有化の検討

食品事業者等
における商品
情報の効率的
なやり取りの
実現に向けた
検討

食品関連事業
者の経営倫
理・法令遵守
マネジメント・
システムの構
築

【地域の状況に
応じたテーマ設定】

【研究会】
情報共有の

場
（３～４回開催）

【分科会】
具体的検討

の場

研究
テーマ

地域ブランチ

平成２１年度ＦＣＰ研究会の概要
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平成２１年度ＦＣＰアセスメント研究会・分科会参加者リスト

フードコミュニケーション（FC）
倫理行動マネジメント規格策定分科会

◎ 横浜商科大学 地域産業研究所（幹事団体）
株式会社 アイ・エス・レーティング

味の素株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
社団法人 日本能率協会
三菱商事株式会社

計　6企業/団体

本研究会

株式会社 アイ・エス・レーティング 株式会社 竹中工務店 株式会社 ファミリーマート
味の素株式会社 株式会社 ちぼり 物産フードサイエンス株式会社 
イオン株式会社 株式会社 東急ストア 株式会社 ホンダトレーディング

株式会社 イトーヨーカ堂 東京海上日動火災保険株式会社 株式会社 マルハニチロホールディングス
株式会社 内田洋行 東京サラヤ株式会社 みずほコーポレート銀行
ＳＧＳジャパン株式会社 東洋冷蔵株式会社 みたけ食品工業株式会社 
海外貨物検査株式会社 株式会社 ニチレイフーズ ミツイワ株式会社 

花王株式会社 日清オイリオグループ株式会社 株式会社 ミツカン
カゴメ株式会社 株式会社 日清製粉グループ本社 株式会社 ミツカンサンミ
京セラミタジャパン株式会社 株式会社 日本アクセス 三菱化学メディエンス株式会社 

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社 日本検査キューエイ株式会社 三菱商事株式会社 
NPO法人 サニテーション・デザイナー協会 日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社 明治乳業株式会社 
株式会社 産經新聞メディックス 財団法人日本食品分析センター 株式会社 山武
サントリーホールディングス株式会社 社団法人 日本能率協会 横浜商科大学 地域産業研究所

敷島製パン株式会社 日本百貨店協会 株式会社 菱食
株式会社 シジシージャパン 日本マクドナルド株式会社 株式会社 ローソン

株式会社 消費経済研究所 ハウス食品株式会社 わらべや日洋株式会社 

太陽化学株式会社 株式会社 阪急クオリティーサポート 計　55企業/団体

株式会社 高島屋 株式会社 ファイネット

工場監査項目の標準化・共有化分科会

株式会社 アイ・エス・レーティング 株式会社 日本アクセス
味の素株式会社 日本検査キューエイ株式会社 
イオン株式会社 日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社 

株式会社 イトーヨーカ堂 財団法人 日本食品分析センター
カゴメ株式会社 社団法人 日本能率協会
京セラミタジャパン株式会社 日本マクドナルド株式会社 
サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社 ハウス食品株式会社 

NPO法人 サニテーション・デザイナー協会 株式会社 阪急クオリティーサポート
サントリーホールディングス株式会社 株式会社 ファミリーマート
敷島製パン株式会社 株式会社 ホンダトレーディング

株式会社 シジシージャパン 株式会社 マルハニチロホールディングス
株式会社 消費経済研究所 みたけ食品工業株式会社 
太陽化学株式会社 ミツイワ株式会社 
株式会社 竹中工務店 株式会社 ミツカンサンミ

株式会社 ちぼり 三菱化学メディエンス株式会社 
株式会社 東急ストア 三菱商事株式会社 
東京サラヤ株式会社 明治乳業株式会社 

東洋冷蔵株式会社 株式会社 山武
株式会社 ニチレイフーズ 株式会社 菱食
日清オイリオグループ株式会社 株式会社 ローソン
株式会社 日清製粉グループ本社 わらべや日洋株式会社 

計　42企業/団体
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平成２１年度ＦＣＰ実行可能性調査の概要

①ＦＣＰポータルサイトの構築・運用
消費者が食品事業者等の「協働の着眼点」を活用した取組や
効果を広く認知でき、簡便に利用できるポータルサイトを構築
し、その効果を検証する。

②「協働の着眼点」を活用した活動のための
ツールや教材の開発・運用
「協働の着眼点」を基にして、食品事業者等の業務内容の品
質を向上させるツールや教材を開発・運用し、その効果を検証
する。

③「食品事業者業務評価基準」の開発・運用
「協働の着眼点」を活用し、食品事業者等の業務を客観的に
評価するとともに、その評価結果を食品事業者自らが活用し、
販路拡大や資金調達等につなげる機会創出となりうる評価基
準を開発・運用し、その効果を検証する。

④「協働の着眼点」を活用した活動のための
人材育成プログラムの開発・運用
「協働の着眼点」を活用し、食品事業者等の業務内容の質の
向上や、新たなビジネスの創出を支援する人材を育成するプ
ログラムを開発・運用し、その効果を検証する。

⑤「地域の良い［モノ］売れる商品支援事業」
モデルの構築・運用
流通業者、小売業者、商談会・マッチングフェア主催者等によ
る「協働の着眼点」を活用した取引先食品事業者の審査基準
を作成・活用し、地域の良い［モノ］発掘、その商品のブラッ
シュアップ、販路開拓、消費者基点での評価・改善点のフィー
ドバック等によるＰＤＣＡサイクルを実践できる事業モデルを
構築し、その効果を検証する。

⑥食の信頼性向上をテーマにした地域住民
参加型活動プログラムの開発・運用
地域をフィールドにする「食」をテーマに、「協働の着眼点」を
活用しながら、食の信頼性向上について学ぶ、食品事業者の
向上見学プログラム、産直市を活用した食育プログラムなど
を、多様な関係者が連携して、実践しやすい住民参加型地域
活動プログラムとして開発し、その効果を検証する。

実行可能性調査事業は、昨年度の研究会において提言された以下の６つの
テーマについて、実際のビジネス現場での「協働の着眼点」活用の実行可能性
を実証するものです。
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資料３参照

＊分科会・実行可能性調査
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平成21年9月25日

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度
FC倫理行動マネジメント基準策定分科会資料

資料４参照
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平成21年9月

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度
「工場監査項目の標準化・共有化」

の進捗状況について
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分科会進捗状況

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5

協働の着眼点・対象範囲 項目の抽出 項目の整理 表現の整理 試行活用 シート完成

５．前半
　第２回分科会

　第１回分科会
５．後半 　第５回・第６回 　試行活用期間 　第７回分科会

　第３回分科会 　　分科会 （１１月上旬から
２０１０年１月）

３．
４． 　第３回分科会 　第４回分科会
６．
１．　２．
１０．～１６． 　第４回分科会 　第５回分科会

大項目５．
「製造における
取り組み」

大項目５．
「製造における
取り組み」
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第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

食品

事業者

工場監
査・検
査事業
者 な
ど

全体
で

検討

全体
で

検討

食品事業者
による検討

監査・検査事業者
による検討

6/18 9/107/29(午後）7/16(午後）

7/16(午前）

2010年2月

(予定）

各社で活用

全体
で

検討

全体
で

検討

全体
で

検討

ｼｰﾄβ版
の完成

活用結果
報告

9/25 10/22

分科会開催状況
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ステージ ２

（１）【商品（※8）等についての情報共

有】

（２）【取引先との協働の取組】

９．【取引先との情報共有、

協働の取組】

FCP共通工場監査項目

分科会での検討方法について

協働の着眼点

協働の着眼点（小項目）に対応
する工場監査項目について、
必要であると考えられる項目を
抽出しました。

協働の着眼点（小項目）に対応
する工場監査項目について、
必要であると考えられる項目を
抽出しました。

35社からのアンケート結果

ディスカッション１

抽出した監査項目について、
レベル分けの整理をしました。

抽出した監査項目について、
レベル分けの整理をしました。

レベル分けした項目のうち、
基礎項目とした項目について、
表現方法等の見直しをしました。

レベル分けした項目のうち、
基礎項目とした項目について、
表現方法等の見直しをしました。

アンケート結果を参考に、
実際の業務の流れに沿っ
て、必要と考えられる項目
を抽出してみよう。

抽出した監査項目は、要
求されるレベル感がまちま
ちだな。まずは3つのレベ
ルにわけて整理してみよう。

食品事業者

監査・審査会社

監査項目

ディスカッション２

ディスカッション３

レベル分け 基礎項目：最低限押さえておくべき項目

条件適用項目：工場規模や業種に応じて必要となる項目

応用項目：付加価値的な情報として必要となる項目

事業規模や業種に関わら
ず、使う人が理解できる表
現方法になっているだろう
か。整理してみよう。

項目によっては、「食品事業
者」、「監査・審査会社」を分け
てディスカッションしている場
合もあります。

工場監査項目の【抽出】

【整理】した工場監査項目の【表現の整理】

工場監査項目を抽出・整理するためにグループディスカッションを実施

【抽出】した工場監査項目の【整理】

ステージ 1
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FCP共通工場監査項目　アウトプットイメージ

５．製造における取組

（１） 【製造工程の管理】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

②

③

各工程の管理基準の設定

工程管理の測定記録の保存

食品製造用の設備及び器具の食品接触面を清潔に保っている

製造機器・器具・備品の衛生的な清掃方法の設定（策定）

製造機器・器具・備品の清掃・洗浄を定期的な実施

使用する水の供給方法の把握（上水、井水、地下水、貯水

食品製造で使用する水は飲用適であり、安全な方法で処理及

食品に応じた加熱、冷却、乾燥及び包装を適切な条件下

以下内容は、アウトプットイメージ用として、ＦＣＰ事務局

「FCP共通工場監査シート」のアウトプットイメージについて
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FCP共通工場監査項目

自社監査項目と「FCP共通工場監査項目」を照らし

合わせてみた上で、自社内監査を行って頂ければ、
消費者の信頼向上に向けての新たな気付き（自らの
取組みの見直し・改善等）の参考となります。

既存の取引先（中小規模工場等）にFCPの理念

を理解して頂いた上で、「ＦＣＰ共通工場監査項目」
を参考に監査を行うことで、取引先自らの見直し・
改善等の活動につなげることができます。

【活用例１】
【活用例１】

消費者の食への信頼向上に向けて、食品事業者同士がフードチェーン
の中で、同じ目線で活動することが大切です。
「FCP共通工場監査項目」は、そのためのツールの一つです。 自
社の監査項目や取引事業者の監査項目と併せてご活用ください。

「FCP共通工場監査項目」の活用について

ステージ ３

FCP共通工場監査項目
自社監査項目

なるほど！
ここがポイント
だったんだ。

自社店舗・グループ店舗

自社工場・グループ工場
監査のポイント

中小規模工場

FCPの理解OKです。
「FCP共通工場監査項目」
を参考に工場のチェックを
してみます。

FCP共通工場監査項目

自己の取組みの見直し・改善

FCP
食への信頼向上

の取組！
「協働の着眼点」

場面1： 自社内の監査 場面2： 取引先工場の監査
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FCP共通工場監査項目

FCPに賛同している事業者同士で、「FCP共通工場

監査項目」を共有化した上で、取引先工場監査を行
って下さい。相互理解の深まりと共に監査の効率化
が進みます。

「FCP共通工場監査項目」の活用について

ステージ ３

監査のポイント

FCP取組企業（小売）

FCP取組企業（ﾒｰｶｰ）

FCPに取組んでい
る事業者同士なら、
話は早いな。

FCP共通工場監査項目

FCP

FCP

我々はFCPの取組み
を重視します。

お得意先の姿勢、
FCPへの取組み
共に理解しまし
た。監査準備
OKです。

FCP共通工場監査項目

新規取引においては、企業姿勢を含めた監査が
必要となります。FCPへの取組みと共に、「FCP
共通工場監査項目」を共有化して下さい。事前の
相互理解があれば、監査の効率化が進みます。

取引コストの改善

【活用例２】
【活用例２】

新規取引先

消費者の食への信頼向上に向けて、食品事業者同士がフードチェーン
の中で、同じ目線で活動することが大切です。
「FCP共通工場監査項目」は、そのためのツールの一つです。 自
社の監査項目や取引事業者の監査項目と併せてご活用ください。

場面3： 新規取引時の監査（初回監査） 場面4： FCP賛同企業間の監査
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平成21年9月

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Food Communication Project
フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成２１年度
企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会

の活用促進分科会の進捗状況について



16

企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会概要

企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用促進分科会

目的 ○「協働の着眼点」を活用しマッチングフェアや商談会においてバイヤーと食品事業者との情報のやり取りの

効率化を図る「商材情報シート」を開発する。

○商品開発、営業活動におけるPDCAサイクルのスタートポイントとして、マッチングフェア・商談会を活用す

ることで企業力向上を図る具体的方策を検討する。

進捗 分科会で情報共有と意見交換を行う。（効率的な議論集約のため、ワーキンググループを組織）

第1回分科会

H21.7.15
概要： マッチングフェア・商談会の課題と改善点の整理、「商材情報シート」の課題と改善点
の整理を実施。

第1回WG
H21.8.5

概要： 「商材情報シート」案について説明し意見交換を実施。

第2回分科会

H21.9.11
概要： 「展示会・商談会シート」案、シート（案）を活用した展示会・商談会の運用について

意見交換を実施。

今後の展開 分科会は全3回を実施予定。（ワーキンググループは全2回を実施予定） 9月を目処に「商材
情報シート」を作成し、10月以降「商材情報シート」を実際のマッチングフェア・商談会にて活

用・検証する。
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展示会・商談会シート（案）

展示会・商談会シート（案）
記入日：

商品写真 (18）

商品写真 一括表示

有機JAS HACCP ISO JGAP その他（ ）認証・認定機関の許認可

（商品・工場等） (14)

縦 ×横 ×高さ （ kg）ケースサイズ（重量） (13）最低ケース納品単位(12）

有 ・ 無販売エリアの制限(11）発注リードタイム(10）

保存温度帯(9）1ケースあたり入数(8）

希望小売価格(7）内容量(6）

JANコード(5）主原料産地

（漁獲場所）(4）

賞味期限・消費期限(3）最もおいしい時期（2）

商品名（1）

有機JAS HACCP ISO JGAP その他（ ）認証・認定機関の許認可

（商品・工場等） (14)

縦 ×横 ×高さ （ kg）ケースサイズ（重量） (13）最低ケース納品単位(12）

有 ・ 無販売エリアの制限(11）発注リードタイム(10）

保存温度帯(9）1ケースあたり入数(8）

希望小売価格(7）内容量(6）

JANコード(5）主原料産地

（漁獲場所）(4）

賞味期限・消費期限(3）最もおいしい時期（2）

商品名（1）

商品特性と取引条件

1）フードサービス 2）商社・卸 3）メーカー 4）小売

5）ホテル・宴会・レジャー 6）その他（ ）

お客様（性別・年齢層など）

商品特徴(17）

利用シーン(16）

(利用方法・調理例等）

売り先

（複数可）

ターゲット(15） 1）フードサービス 2）商社・卸 3）メーカー 4）小売

5）ホテル・宴会・レジャー 6）その他（ ）

お客様（性別・年齢層など）

商品特徴(17）

利用シーン(16）

(利用方法・調理例等）

売り先

（複数可）

ターゲット(15）
製造工程（農林水産品の場合は、生産工程）等アピールポイント (27）

品質管理情報

危機管理体制

【担当者・連絡先／記録】 （30）

施設整備と管理

従業員の管理

製造工程の管理衛生管理への取組（29）

有 ・ 無 （「有」の場合⇒検査項目： ）商品検査の有無（28）

危機管理体制

【担当者・連絡先／記録】 （30）

施設整備と管理

従業員の管理

製造工程の管理衛生管理への取組（29）

有 ・ 無 （「有」の場合⇒検査項目： ）商品検査の有無（28）

※（ ）内数字は、シート項目の通し番号。

従業員数（21）

代表者氏名(22）

FAX (26）

e‐mail (26）

会社所在地(25）

工場所在地(25）

ＴＥＬ (26）

メッセージ (23）

担当者(26）

ホームページ(24）

年間売上高(20）

出展企業名(19）

従業員数（21）

代表者氏名(22）

FAX (26）

e‐mail (26）

会社所在地(25）

工場所在地(25）

ＴＥＬ (26）

メッセージ (23）

担当者(26）

ホームページ(24）

年間売上高(20）

出展企業名(19）

顔写真

出展企業紹介

工場写真
（外観）

工場写真
（清掃状況）

工場写真
（内部）
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